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論文の内容の要旨・論文審査の結果の報告 

 

【論文の要旨】内視鏡所見と組織学的所見を比較検討された報告は少ない。本研究は、汎用されてい

るUpdate Sydney systemとは異なる京都分類を組織学的所見と合致しているかを検討することを目的

とした。さらに京都分類を用いた H.pylori 感染陽性患者を対象に、組織学的な所見が、年齢と性差の影

響を受けているかを検討した。2010 年１月から 2018 年９月までの期間に川崎医科大学附属病院にて

上部内視鏡検査をうけた胃炎の患者を対象に、京都分類に基づく内視鏡所見と H.pylori 感染に関連した

組織所見( 炎症、萎縮、腸上皮化生)との関連性を検討した後向き研究を行った。方法 対象患者のうち、

所見に影響を与える可能性のある基礎疾患がある患者、胃酸分泌抑制薬内服中の患者、胃癌や潰瘍のあ

る症例は除外され、感染あり303例、感染なし258例を対象に内視鏡所見と生検組織の結果を検討した。

内視鏡所見と組織所見による H.pylori 感染感染有無は、感度特異度はそれぞれ 98.7％98.4％であり、

京都分類は優れた分類であると結論した。感染あり患者を対象に、年齢(20-39 歳、40-59 歳、60-79 歳)

群と性別が、組織所見( 炎症、萎縮、腸上皮化生)に対する影響を検討し、年齢が上がると高度になる所

見、女性に多い所見、男性に多い所見を特定した。それらの結果を踏まえて、若年者でも内視鏡検査を

うける意義があることが提案された。【論文審査の結果】背景と目的は十分に記載され、解析の方法は

妥当である。倫理的申請は適正に行われている。結果の記載と解釈および考察も適切に行われ記載され

ている。本邦における内視鏡検査基準を客観的に評価した価値のある研究と判断できる。上記より、本

論文を学位論文として相応であると判断した 

 

 

学位審査会（最終試験）の結果の要旨 

 

学位審査会では、Update Sydney system の課題と京都分類の説明があり、本研究の重要性を含む研

究が計画された背景が説明された。それに引き続いて、方法、結果、考察のパートにわけてわかりやす

く説明された。 

内視鏡的胃炎と定義した理由を問う質問には京都分類による H.pylori 感染感染有無とせず内視鏡所



見との関連を説明するために用語を選定した理由が説明された。3 人の独立した医師による判定結果の

差が検討されていない、Update Sydney system と京都分類を比較できなかった理由はいずれも後向調

査のためと回答された。京都分類の細目と組織所見の関連性は、興味があるが施行できなかったと回答

された。京都分類と胃がんのリスクに関する質問に適切に回答し、専門分野の学識を有していると判断

した。後向研究の限界を正しく認識し、可能な範囲で適切に解析を行い、解析結果を考察していると推

察された。後向研究をおこなってみて、その限界を感じ、今後前向き研究を計画する必要性があると意

欲的な発言があり、指導的役割を果たすことが期待できそうである。質疑応答は、適切にされ、研究に

実際に関わり、自分で考えて考察している点は高く評価できる。本領域に関する知識、学問に対する態

度、今後の研究遂行能力は十分に備えていると考えられ、最終試験の合格に値すると判断した。 

 


